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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

Fellow （なかま） 第６号

～絆げる・絆がる（つなげる・つながる）～
江東区立南砂中学校だより

ロックな夏休みを！
校 長 近藤 啓太

６月８日（土）の朝日新聞「Voice 声×インタビュー」に次のような内容の記事が載りました。
・朝日新聞の「声」欄に大学生の投稿「今も聞こえる ロックじゃねえ！」を掲載した。
・その投稿を俳優の松重豊さんがＮＨＫの番組で朗読し、「号泣した」と語った。
・編集委員としては、「うれしい！でも、ロックの意味がわからない!!」
・松重豊さんに教えてもらおう！（翌６月９日は「ロックの日」)

松重さんのロングインタビューは省略しますが、中華料理屋でバイト仲間となった甲本ヒロトさ
ん（ザ・クロマニヨンズ《元ザ・ブルーハーツ》のボーカル）を例に、「ロック」を語っています。
いまの社会っておかしいよね？とか、こんなルールおかしくない？とか、表だっては言いにくいよう

なことを、時にはストレートに、時には暗喩でメロディーにのせ、ブレずにずっと歌い続けている。かくい
う僕は「ロックじゃない仕事ばかりしてるなあ」という時期が長くありました。

さて、大学生の投稿は次のようなものです。
・小学校を卒業して１０年近く、時折「ロックじゃねえ！」というしゃがれ声を思い出す。
・６年生の時の担任だった先生は、よく怒った。怒る姿も、怒る基準も、他の先生と違った。
・宿題を忘れても怒らなかったが、うそをついて言い訳をすると怒った。
・掃除中に過ってガラスを割っても怒らなかったが、それを黙っていると怒った。
・怒りが頂点に達した合図が「ロックじゃねえ！」だ。
・先生の叫んだ「ロック」は、正直さとか、揺るぎのなさとか、そういう意味だったと思う。
・自分の信念に反したことをしてしまった時、逆に何も出来なかった時「ロックじゃねえ！」と
いう先生のしゃがれ声が聞こえる。 森川葉の音（はのん）さん 朝日新聞（1月 13日 「声」）

かく言う私は、学生時代教師を目指し、「教育で世の中を変えてやる！」と
真剣に考えていました。「ロック」魂です!? はたして校長としての私は「ロ
ックなのか？」「ロックじゃねえ！」のか、自問自答しています。
生徒のみなさん！モヤっとした毎日をだらだら過ごさず、自分に妥協せず、

納得がいく過ごし方をしてください。

犯罪に加担しない！楽にかせげる仕事などありません

先月午前中、私の実家に○○病院の耳鼻科の医師と称する人から電話がありました。
「啓太さん（私）が緊急外来で入院した。のどに腫瘍ができている。
親族に、同じような症状で亡くなった人はいないか？」３０分に渡り
病状などを細かく説明された母は、完全に信じました。慌てた母が私
の妻に伝えたところで、かすれ声の「私」から電話があり、「何回も
電話しているのに何で出ないんだ」と怒られました。そして、妻に伝
えたと話した母に「何で話した！心配かけたくなかったのに！」とま
た怒られたそうです。妻が私に確認することを恐れ、その後のお金の
要求はあきらめたと思われます。しかしもし、相手がお金を請求した
ら、母はどうしたでしょう？本物の私が直接「その電話は特殊詐欺だ」
と言っても、「いや、ちゃんとお医者さんからの電話だった」と言い
張りました。お金を受け取りにくる人間は、どんな人間でしょうか？
認知症患者に不当な高値で不動産契約を結ばせ逮捕された不動産会

社のパソコンには、高齢者９万人の氏名・住所・電話番号の他、詐欺
電話のマニュアルがあったそうです（6月 25日讀賣新聞）。
日々巧妙化する特殊詐欺、使い捨ての犯罪者に絶対にならないよう、

まきこまれそうになったら早めに相談してください。
※ヤング・テレホン・コーナー（警視庁）03-3580-4970（24時間対応）

ロックな若手教師時代

警視庁ホームページより
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SDGsを自分ゴト化するワークショップ

６月13日（木）、未来技術推進協会協力の下、ＳＤＧｓボードゲームに縦割り班で挑戦しました。
・「今の生活を続けていたら、２０３０年までに消費する資源は地球何個必要でしょうか」からの導入です。

・ＳＤＧｓを実現するために今まで実際に取り組まれた事例が「ミッションカード」に書かれています。
どのカードがどんな理由で気に入ったのか、話し合って発表します。

・「どのミッションにしようか」「これがいいけど、お金が足りないからみんなでお金を出し合おう」
「赤のコインは来年度に繰り越せるから、僕が出すよ」話し合いながらゲームを進めています。

・さて、どんな世の中になるでしょうか？

○ SDGs の解決策が分かったが、ひとつの問題に集中しすぎると他の目標が解決できなくなり、
今よりもっとひどくなるかもしれない。バランス良く課題に取り組む。（１年生）

○１人ではＳＤＧｓの目標を達成できなくても、協力することで達成できるかと思った。（１年生）
○ＳＤＧｓと聞くと、「難しくて解決できないもの」というイメージがあったけど、やってみて自
分にできることは意外と多くて、身近にあるなと思いました。また、コラボレーションなどで協
力が大切だなと思いました。（１年生）

○今回の授業で、本当にＳＤＧｓが達成できるのか心配になりました。また、３年生、２年生と協
力することで、チームワークを感じました。（１年生）

○ＳＤＧｓが地球の環境をよくしながら人権や差別の問題を解決できることに驚いた。（２年生）
○今までＳＤＧｓについて見てきた時、１７の目標だけに注目していたせいで、あまり身近に感じ
られなかったり、どんなことをすれば良いのかわからなかった。今回の授業やボードゲームを通
じて、具体的な活動内容などがよくわかるとても良い機会だと思った。（２年生）

○ジェンダーレスの生活になってきていると自分では思っていたけど、まだまだ男女差別があるこ
とを知りました。もっとＳＤＧｓに取り組み協力していきたいと思います。（２年生）

○ボードゲームのミッションやイベントを通して世界ではどんな問題が起きているのか、解決する
ためにはどんな取り組みをすればよいのかを知ることができた。特に社会問題で様々な事例を知
ることができて良かった。自分にできることをやりたいと思う。（２年生）

○いろいろな視点をもって話し合いをすると、うまくいくんだなあと思った。（３年生））
○ 2024年の 6年後に全て達成するには、みんなの力が必要だと思った。（３年生）

地域との交流
７月３日（土）南砂小学校の地域

学校協働本部が企画した謎解きゲー
ムに、体験も兼ねてスタッフとして
参加しました。参加したのは、３人
の３年生と５人の２年生です。

（写真右側２列が本校生徒、スタッフと）

学校行事や部活動の大会との兼ね
合いで地域交流に参加する機会が作
りにくいのが現状ですが、できる時
に、できる人が、できることをして
いきましょう。例えば、団地広場で
の朝のラジオ体操なども。

８月の主な行事
９日（金） 学校閉庁日・始 ２４日（土） 数学検定、夏季休業日・終

１１日（日） 山の日（１２日振替休日） ２６日（月） 全校集会、職員会議、午前授業

１８日（日） 学校閉庁日・終 ２８日（水） 職員研修（午前授業） 放学
※閉庁日は機械警備になります ３０日（金） ３年修学旅行説明会
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